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１．はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。







『NDC10』では 720 絵画」の展開は次のように 
なっている。抜粋で示す。 
 
720   絵画 
   .1   絵画の理論・美学 
   .2   絵画史 <一般> 
    ・・・ 
   .8   叢書．全集．選集 
 
＜721 / 723 様式別の絵画＞ 
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    *コンピュータ絵画→727 
721 日本画 
  *ここには，日本画の歴史, 伝記, 研究・
評論，および画集を収める 
 721.02  日本絵画史 
      *702.1 のように区分 例：721.025 
日本近世絵画史 
  <.1 / .9  様式別> 
 .1  仏画：巨勢派，宅磨派 
 .2  大和絵．絵巻物：土佐派, ・・・ 
       ・・・ 
 .8  浮世絵 → ：724.15；724.18 
 .9  明治以後の日本画 
 
 722  東洋画 
  .1  朝鮮画 
     .2  中国画 
   23    先秦 
    ・・・ 
    .3   東南アジア 
    .5   インド 
 [.6]   西南アジア．ペルシア →722.7 
   .7   西南アジア．中東 
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   [.8]   アラビア 
 
  723  洋 画 
*地理区分 例：723.1 日本の洋画 , 
723.35 フランスの絵画 
         *画家の伝記および研究・評論は，その 
主な活動の場と認められる国、もしく
は出身国により地理区分 
         *ここには，洋画の歴史，伝記，研究・ 
評論，および画集を収める 
         *画法→724.3 / .6 
   <723.02 / .07  時代別> 
   .02    原始時代．未開時代 
        ・・・ 
      .07    20 世紀―：フォービズム，・・・ 
  <724 / 725 絵画材料・技法> 
  724  絵画材料・技法 
     <.1 / .6  様式別の画法> 
   .1  日本画．東洋画：水墨画，南画，文人 
画，俳画 
     [.2]  素描 →725 
     <.3 / .6  洋画> 
   .3 洋画．油絵 
   .32   画料 
      .33   用具 
   .39   テンペラ画．蝋画 
   .4  水彩画. アクリル画 
   .5  題材別画法 
   .51   宗教画 
     .52   歴史画．戦争画 
       ・・・ 
   .6  壁画．フレスコ画 
      .68 泥絵．ディステンパ画 
      .69 ガラス絵 
      .7  色彩．彩色 →：425.7 
   .8  アトリエ．モデル 
      .9  額縁．表装．修復．保存．模写．複製 
  725  素描．描画 
   (以下、略) 
 
2.1 「720 絵画の構造」 
 「720 絵画」は絵画一般であり、<.1 / .8>は形
式区分の展開である。 
 続いて、<721 / 723  様式別の絵画>が展開され
る。「721 日本画」、「722 東洋画」、「723 洋画」
が展開されている。 





2.2  <721 / 723  様式別の絵画> 
 <721 / 723  様式別の絵画>は、本表では「721 
日本画」、「722 東洋画」、「723 洋画」に分けて展
開している。 
 ただし、単純に絵画の様式別の 3 区分ではない。
「721 日本画」及び「722 東洋画」は、絵画の様
式別に区分されている。 










 721.02 日本絵画史 
      *702.1 のように区分 例：721.052 
日本近世絵画史 
            *日本画・洋画双方にわたる日本絵画 
史は, ここに収める 
            *近世までの日本洋画史は,ここに収 
め, 日本近代洋画史は 723.1 に収 
める 
            *近代日本画史は, 721.9 に収める 




 702.1  日本芸術史・美術史 
     .12   原始時代 
     .13   古代 
     .14   中世 
     .15   近世：江戸時代 1615-1867 
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      .16   近代：明治時代以後 1868- 
 なお、「702.1  日本芸術史・美術史」のさらな 
る展開は、 
  .17  古社寺 













.19  日本各地 
  *日本地方区分 例：702.1984  土佐 
の芸術 702.1999 琉球美術史 
 とあり、日本各地の日本芸術史・美術史を展開
できる。 
 ここで、冒頭の第 1 注記の例示である「721.025  
日本近世絵画史」は、「720.15 日本芸術史・美術






  -02  原始時代 
    -03  古代 
    -04  中世 
    -05  近世 





 一方、「702 <.1 / .7> 地域別」はどうか。 
 第一に、沖縄県を明示的に排除していない。 
 第二に、例えば「-13 古代」の下位区分に、「-133 
飛鳥時代 552-645」以下の下位区分が展開されて
いる。 
 第三に、<.19  日本各地>の注記「*日本地方区








まいになる。「『日本十進分類法 新訂 10 版』の使
用法」等において、明確な解説が必要であろう2。 











.12   原始時代 
    ・・・ 
.16   近代：明治時代以後 1868- 
.17   古社寺 
.19   日本各地 
.191    北海道 
       ・・・ 
.197    鹿児島県 




 また、「723 洋画」には、<723.02 / .07 時代別
>の「洋画一般」の時代展開がある。一方、「723 洋














ある。<.1 / .9 様式別>は、<.1 / .8 様式別>と改め
るべきである。 
 
2.2.2 「722 東洋画」 
(1) 「1 朝鮮画」、「2 中国画」、「3 東南アジア」
等と、展開されているようにこの展開は地理区分
ではない。該当箇所を引用で示す。 
 722   東洋画 
     .1   朝鮮画 
     .2   中国画 
     .23    先秦 
      ・・・ 
     .27    近代 
     .3   東南アジア 
     .5   インド 
  [.6]   西南アジア．ペルシア →722.7 
     .7   西南アジア．中東 
    [.8]   アラビア  →722.7 













(2) 「722.02 東洋絵画史」の時代区分展開 
 「722 東洋画」における「722.02 東洋絵画史」
の時代区分展開は可能なのだろうか。 
 「721 日本画」には、「721.02 日本絵画史」の


















2.2.3 「723 洋 画」 
 「723 洋 画」では、その直下の第 1 注記で「*
地理区分 例：723.1 日本の洋画 723.35 フラン
スの絵画」がある。 
 この第 1 注記により、次のことが明らかになる。 




(2) このため、例示にある「723.1 日本の洋画」は 
日本国における洋画のみを扱う。 
(3) 対象が洋画に限定されるのは、「721.02 日本 
絵画史」の第 2 注記に「日本画洋画双方にわ 
たる日本絵画史は、ここに収める」とあるこ 
とによる。 













2.2.4 「723 洋 画」の時代区分 
「<723.02 / .07 時代別>」の展開を引用する。 
 
<723.02 / .07 時代別> 
.02   原始時代．未開時代 
.03   古代：オリエント，ギリシア，エ
トルリア，ローマ 
.04   中世：ビザンチン，ロマネスク， 
ゴシック 
.05   近代：ルネサンス，バロック，ロ 
ココ，新古典主義，ロマン主義，写 
実主義，印象主義 





















2.2.5  <724 / 725 絵画材料・技法> 







2.2.6 「724 絵画材料・技法」 
  「724 絵画材料・技法」においては、先頭に中
間見出し<.1 / .6  様式別の画法>がある。 




 724  絵画材料・技法 
  <.1 / .6  様式別の画法> 
     .1  日本画. 東洋画：水墨画, 南画, 文人画,  
俳画 
    [.2]  素描 →725 
  <.3 / .6  洋 画> 
     .3  洋画．油絵 
     .4  水彩画．アクリル画 
     .5  題材別画法 




     .51   宗教画 
     .52   歴史画．戦争画 
     .53   風俗画 
     .55   人物画 
      ・・・ 
     .6  壁画．フレスコ画 
   .68 泥絵. ディステンパ画 
.69 ガラス絵 
.7  色彩．彩色 
.8  アトリエ．モデル 
.9  額縁．表装．修復．保存．模写．複製 
 
 第一に、「724 絵画材料・技法」では「.1 日本
画．東洋画」が分類項目名として列挙され、同一
の分類記号を共有している。その小分類項目名は、















 また、「724 / 725 絵画材料・技法」では、<.1 / .6 
様式別の画法>という中間見出しがある。しかし、
<.1 / .6 様式別の画法>の内部構造は、一意の区分
原理で構成されてない。具体的に見てみよう。 
 「.1 日本画」から「.4  水彩画．アクリル画」
までは、技法別の絵画の種別である6。 










 続く「.6  壁画．フレスコ画」は、再び技法別
の絵画の種別である。 
 このように、「.1  日本画」から「.6  壁画．フ
レスコ画」は、中間見出し<.1 / .6  様式別の画法
>にかかわらず、「.5  題材別画法」で二分されて








2.2.7  「725 素描．描画」 
 「725 素描．描画」は、「[.2] 素描 →725」の
二者択一項目である。注記「*別法：724.2」が付
されている。 




 725 素描．描画 
    ・・・ 
     .3  木炭画 
     .4  クレヨン画．パステル画．クレパス画． 
コンテ画．チョーク画 
     .5  鉛筆画．銀筆画 
     .6  ペン画 
  






































                                                  
1 もり・きよし原編, 日本図書館協会分類委員会
改訂『日本十進分類法新訂 10 版』日本図書館協会, 
2014. 
















































  [確認：2016 年 9 月 20 日] 
7 諸 NDC において、主題概念の階層性を記号の
階層性が反映していない、縮約項目、不均衡項目
の存在が、いかに分類表としての論理性、透明性
を妨げてきたか。また初学習者の理解を妨げてき
たか、を思えば、可能であれば分類理論の基本に
立ち帰った検討も必要ではないだろうか。 
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